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1.
説
明
文

（
1）
こ
の
図
は
、芦
北
町
に
つ
い
て
、熊
本
県
下
沿
岸
域
を
中
心
とし
た
過
去
の

　
気
象
観
測
資
料
に
基
づ
い
た
数
値
シ
ミュ
レ
ー
ショ
ン
に
よ
る「
想
定
さ
れ
る

　
最
大
規
模
の
台
風
に
よ
り
起
こ
さ
れ
る
高
潮
、高
波
」に
よ
り
、想
定
さ
れ
る

　
浸
水
想
定
区
域
と
、当
該
区
域
が
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
そ
の

　
他
を
表
示
し
た
も
の
で
す
。

（
2）
こ
の
浸
水
想
定
区
域
等
は
、芦
北
町
沿
岸
に
お
け
る
作
成
時
点
で
の
海
岸

　
堤
防
及
び
海
岸
堤
防
の
整
備
状
況
等
を
勘
案
し
て
、想
定
最
大
の
高
潮
、

　
高
波
に
より
氾
濫
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
浸
水
の
状
況
を
、シ
ミュ
レ
ー
シ

　
ョン
に
より
求
め
た
も
の
で
す
。

（
3）
な
お
、こ
の
シ
ミュ
レ
ー
シ
ョン
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、河
川
か
ら
の
洪
水

　
の
氾
濫
、想
定
を
超
え
る
高
潮
、高
波
に
よ
る
氾
濫
等
を
考
慮
し
て
い
ま
せ
ん

　
の
で
、こ
の
浸
水
想
定
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
区
域
に
お
い
て
も
浸
水

　
が
発
生
す
る
場
合
や
、想
定
さ
れ
る
水
深
が
実
際
の
浸
水
深
と
異
な
る
場
合

　
が
あ
りま
す
。

2.
基
本
情
報

　（
1）
作
成
主
体
  

　
熊
本
県

　（
2）
指
定
年
月
日
 

　
平
成
19
年

　（
3）
対
象
と
な
る
海
岸
 
　
芦
北
町
沿
岸

　（
4）
作
成
の
前
提
と
な
る
高
潮
、高
波

　
　
　
  最
高
潮
位
は
そ
れ
ぞ
れ
の
海
岸
で
塑
望
平
均
満
潮
位
に
想
定
さ
れ

　
　
  る
最
大
潮
位
偏
差
を
足
し
合
わ
せ
た
高
さ
とし
、最
大
波
高
は
平
均
潮

　
　
  位
の
発
生
と
同
時
に
発
生
す
る
とし
て
い
ま
す
。

　（
5）
関
係
市
町
村
 

　
芦
北
町

　（
6）
そ
の
他
計
算
条
件

　
　
　
  地
盤
高
メッ
シ
ュ
は
50
m
とし
て
い
ま
す
。ま
た
、海
岸
及
び
海
岸
堤

　
　
  防
の
破
損
に
よ
る
氾
濫
は
考
慮
し
て
い
ま
せ
ん
。
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